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して

4
1
月
何
日
午
前
叩
時
か
ら
、
あ
で
や
か
な
ド
レ
ス
や
キ
リ
ツ
と
膏

広
に
身
を
包
ん
だ
男
女
川
名
ガ
出
席
し
、
第
話
回
朝
日
町
成
人
式
ガ

朝
日
町
中
央
腫
協
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
定
。

式
典
で
は
、
寺
崎
町
長
の
「
皆
さ
ん
は
、
い
ま
や
法
律
的
に
も
国
家

の
一
貫
と
し
て
、
貴
重
な
権
利
と
艶
務
を
与
え
ら
れ
ま
し
定
ガ
、
同

時
巳
、
狙
立
し
た
個
人
と
し
て
、
国
家
・
社
会
に
対
し
て
責
任
の
あ

る
行
勘
を
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
本
日
の
意
艶
あ
る
日
の
感
動

を
し
っ
か
り
と
胸
に
樹
め
て
、
活
気
に
満
ち
だ
魅
力
あ
る
郷
土
づ
く

り
の
先
駆
者
と
し
て
、
若
い
情
勲
を
完
全
燃
焼
す
る
と
と
も
に
、
若

者
ら
し
い
清
新
な
血
と
旺
盛
な
責
任
感
を
も
っ
て
、
明
日
の
社
会
の

発
展
巳
寄
与
す
る
よ
う
決
意
を
新
だ
に
飛
び
立
っ
て
ほ
し
い
と
愈
顕

し
て
や
み
ま
加
ん
」
と
の
町
ま
し
の
あ
い
さ
つ
に
対
し
、
成
人
者
代

表
の
小
椋
司
君
か
ら
、
「
私
た
ち
は
、
ハ
タ
チ
と
い
う
紅
会
人
の

ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
ち
、
，
成
人
の
日
’
と
い
う
合
図
で
一
斉
C
ス
タ

ー
ト
し
た
わ
け
で
す
。
私
た
ち
の
前
に
横
だ
わ
る
多
く
の
障
害
物
を

飛
び
超
え
、
だ
と
え
微
力
で
あ
ろ
う
と
も
、
努
力
を
惜
し
ま
す
、
一

つ
一
つ
の
積
み
重
ね
を
大
事
巳
皆
債
の
あ
と
に
つ
い
て
前
進
し
て
い

き
ま
す
」
と
力
強
い
醤
い
の
君
葉
ガ
あ
り
、
式
を
終
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
優
良
膏
年
の
表
彰
式
や
草
野
し
し
舞
い
保
存
会
に
よ
る

郷
工
芸
能
の
発
表
、
ソ
ン
グ
の
集
い
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
続
き
、

新
成
人
の
新
だ
な
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

A郷土の明日を担う
成人者（181名）

郷 土 づ く り の 先駆者と

h
F
優
良
青
年
を
表
彫

』

F

郷
土
芸
能
の
戸
ト
ラ
フ
シ
ヨ
ン

「

D
A斗
づ
／
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第6回朝日町議会定例会（12月）より

補正予算など15議案を可決・同意・承認

鴎

み
や
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
と
し
て
限
度

難

数
量
の
削
減
等
も
あ
リ
、
近
隣
市

殿

町
村
の
動
向
を
見
な
が
ら
、
慎
重

捕

に
取
リ
組
ま
れ
た
い
。

閥

、
一
花
屋
敷
か
ら
下
償
足

へ
妓
け
る

鱒

笹
川
織
の
臨
倣
お
よ
び
怖
の
像
装

臓

が
制
維
し
て
わ
り
リ
、
早
急
に
補
修

銅

等
の
普
後
策
を
品
じ
ら
れ
た
い
。

闘

3
‘
郎
市
計
尚
道
路
の
泊
、
桜
町
線

灘

の
全
線
鉱
幅
開
通
は
、

庁ム明
日
挫
設

闘

年
度
を
8
僚
に
鋭
立
努
力
さ
れ
た

艇

4
．
駅
前
の
観
光
案
内
板
は
‘

vる何

闘

化
し
て
い
る
ニ
と
と
ぬ
示
場
所
に

繍

問
題
が
あ
リ
．
比
え
や
す
い
所
に

l

設
置
す
る
等
、

観
光
P
R
の
年
次

計
画
を
充
実
さ
れ
た
い
。

5
、
公
共
物
の
観
光
石
桜
等
の
符
埋

上
、
問
題
箇
所
も
見
受
け
ら
れ
る

蝉臨鱒磁樋鰻掛磁拠出出自髄蹟噂路損鰻員獲灘滋難難望書

昭
和
回
年
第

6
回
朝
日
町
組
会
定
例
会
は
、
日
月
初
日
か
ら

μ
固
ま
で

の
会
期
を

5
日
間
と
し
て
開
会
し
、
本
会
績
な
ら
び
に
各
常
任
委
員
会
で

慎
重
審
織
の
う
え
、
昭
和
路
年
度
朝
日
町
一
般
、
特
別
、

事
集
会
計
お
よ

び
条
例
改
正
な
ど
日
融
業
が
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
、
承
認
さ
れ
、

そ
の
後
、
任
期
満
了
に
伴
う、

選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員
の
選
診
が
行

わ
れ
、
新
た
な
委
員
留
守
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
精
願

5
件
、
棟
情
l
件
に
つ
い
て
の
審
査
結
果
は
、
採
択
l
件、

不
採
択

2
件
、
継
続
審
査

3
件
の
決
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
教
育
委
員
会

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
ど
必
リ
、
可
決
、
本
認
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
移
住
の
過
院
に
わねい
て、

次
の
袋
盟
立
礼
が
あ
リ
ま
し
た
。

ー、

国
辺
8
サ
線
の
下
償
尾
か
ら
ん
約

崎
へ
紘
け
る
「
城
山
ト
ン
ネ
ル」

内
の
後
光
灯
が
非
常
に
時
く
、
交

油
市
中
放
が
発
生
し
な
い
先
に
改
修

さ
れ
る
よ
う
、
崎
怯
訟
省
に
強
く
要

輔
附
さ
れ
た
い
。

2
、
去
る
、
日
月
刊
目
、
当
委
員
会

で
各
小
学
校
の
地
設
状
況
を
現
地

調
査
し
た
際
に
、
木
造
校
舎
の
老

朽
化
が
著
し
い
た
め
危
険
箇
所
が

2
1
3
ヵ
所
見
受
け
ら
れ
た
の
で
、

早
急
に
補
修
、
鐙
偏
さ
れ
た
い
。

3
、
県
営
小
川
ダ
ム
は
、
国
の
公
共

事
業
費
削
減
に
よ
け
、
当
初
計
画

よ
り
遅
れ
て
い
る
が
、
朝
日
小
川

第
l
、
第
2
発
屯
所
の
完
成
年
度

ま
で
に
完
成
出
米
る
よ
う
、
同
、

川附
等
の
削
係
機
関
へ
償
極
的
か
っ

の
で
、
万
全
を
期
さ
れ
た
い
・

6
、
観
光
の
特
産
物
は
、
行
政
指
呼

を
充
実
さ
せ
、創
立
工
夫
の
？
え
、

独
自
の
目
玉
商
品
を
作
ら
れ
た

い
e

7
、
上
の
山
台
地
や
三
峰
等
の
観
光

開
発
ギ
業
の
投
資
も
さ
る
・
｝
と
な

が
ら
、
取
付
け
道
路
の
桜
備
、
紘

一
加
を
重
点
事
業
と
し
て
取
り
組
ま

ー
た
い
。

8
、
各
課
共
通
問
題
と
し
て
、
議
会

の
本
会
議
む
・
り
ぴ
に
長
円以
会
で
婆

ωHい
し
た

4
mに
付
す
る
、
処
剛
咋
絞

綿
や
取
リ
組
み
姿
勢
に

つ
い
て
‘

そ
の
郎
度
、
次
固
め
本
会
議
な
ら

び
に
委
川
会
で
制
限
ル
訂
さ
れ
た
い

抑
制
の

「似
日
小
記
の
改
築
に

つ

い
て
」
は
、
お
絞
め
状
況
を
勘
案
の

う
え
、

継
続
税
炎
に
す
べ
き
し
の
と

決
し
た
旨
、
鰍
告
さ
れ
ま
し
た
・

新
庁
倉
の
用
地
取
得

約
初

%

に
目
途

質
問

新
庁
舎
建
設
に
向
け
、
問
地

取
得
等
に
鋭
立
努
力
し
て
わぬ
ら

れ
る
が
、
庁
合
自
体
の
怨
祭
出

り

微
な
ら
び
に
将
米
的
な
公
共
地

よ

設
等
を
勘
案
し
た
取
得
予
定
面

J

』

被

わ
お
よ
び
取
得
状
況
を
お
聞
か

T

せ
願
い
た
い
．

会

答
弁

庁
舎
自
体
の
建
築
煽
繍
は
四
、

議

五
O
O坪
程
度
と
主
え
て
お

離

リ
ま
す
が
、
将
来
的
な
公
共
地

一か
ら

設
を
勘
案
し
て
、
取
得
予
定
面

械
は
、
少
な
く
と
も
七
、
瓦

O

O
坪
か
ら
八
．

0
0
0
師
け
が
必

要
で
あ
り
、
そ
の
肉
、

現

αま

で
に
約
市
パ
ー
セ
ン
ト
の
用
地

取
得
に
目
途
が
つ
い
て
お
リ
ま

す
。

広
報

『
あ
さ
ひ
』

行
事
日
程
を
増
加

質
問

広
鍬

「
あ
さ
ひ
」
の
配
付
日

は．

U
月

一
臼
と
な
っ
て
必
リ

ま
す
が
、
実
際
に
配
付
さ
れ
る

精
力
的
に
働
き
か
け
ら
れ
た
い
。

4
、
火
災
等
の
遜
働
時
訓
練
は
、
消
防

署
の
指
導
に
よ

っ
て
、
各
公
共
地

設
で
災
総
し
て
お
ら
れ
る
が
、
役

場
内
に
は
亀
裂
容
額
等
も
あ
る
関
係

上、

避
錐
訓
練
を
是
非
と
も
尖
仲
相

さ
れ
た
い
．

必
願
3
件
に
つ
い
て
は
、
「
由甲血門

納
税
制
度
改
悪
反
対
に
つ
い
て
」
な

ら
び
に
「
三
兆
円
減
縦
実
現
に
つ
い

て
」
は
、
不
係
択
、

「大
型
聞
係
税

導
入
反
対
に

つ
い
て
」
は
、
出
向
般
の

状
況
を
勘
案
の
？
ぇ
、
継
続
審
査
に

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
旨
、
制
服
侍
さ

れ
ま
し
た
。

環
境
厚
生
委
員
会

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
ど
れ
ね
り
、
可
決
す
べ
き
も
の

と
決
し
ま
し
た
。

な
わ
ぬ
、
審
貨
の
過
経
に
お
い
て
、

次
の
要
望
立
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ー、

一
人
募
ら
し
老
人
の
給
食
サ
｜

ビ
ス
配
付
対
象
私
引
を
よ
く
検
討
し
、

現
状
に
見
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
心

の
は

4
円
か
ら
5
日
に
な
り

そ
の
問
に
、
住
民
の
打
々
か
出

席
し
た
い
よ
・
？
な
行
事
仙
寺
が
あ

っ
て
も
出
席
出
米
な
か

っ
た
や

例
も
あ
リ
、

一
日
か
ら
配
付
さ

れ
る
ま
て
の
行
事
日
程
等
を
前

月
号
に
仰
向
載
す
る
考
え
が
な
い

か
、
ぶ
聞
か
せ
願
い
た
い
。

答
弁

川
町
ね
締
切
リ
等
の
伐
術
的
な

問
題
も
あ
り
ま
す
か
、
ご
指
摘

の
主
己
け
に
沿
う
よ
う
、

一
日
か

ら
配
付
さ
れ
る
5
U
削
ま
で
の

行
予
H
打
を
的
ハ
サ
に
仙
出
帆
す

る
打
向
て
努
力
し
た
い
ま
た
、

行
財
政
改
僚
の

．
現
と
し
て

公
的
機
関
か
ら
配
付
さ
れ
る

『公
民
館
だ
よ
り
」
予
の
配
付

物
を
統
合
い
た
し
ま
し
て
、
広

報

「あ
さ
ひ
」
と
一
緒
に
配
付

出
来
る
よ
う
、
前
向
さ
に
検
討

し
た
い

駅
前
の
自
車
車
置
編

行
政
指
導
を
充
実

質
問

駅
前
の
公
営
自
転
中
置
場
の

仙
民

m状
態
か
非
常
に
．
忠
〈
．
有

効
利
用
を
同
る
見
地
か
・
句
、
悠

然
と
並
べ
る
よ
う
に
行
政
指
川
怖

を
徹
夜
す
る
々
え
か
あ
る
か
、

必
聞
か
せ
願
い
た
い
。

答
弁

駅
前
の
自
転
単
置
峨
の
使
用

に
際
し
、
乱
維
に
政
明心
さ
れ
て

い
る
自
転
中
に
ビ
ラ
を
鮎
る
等

し
て
、
住
立
を
喚
起
し
て
必
リ

ま
す
か
、
行
政
指
湖
特
の
充
尖
を

紛
け
ら
れ
た
い
．

2
、
し
尿
処
理
の
委
託
料
が
、
前
年

に
対
比
す
る
と
多
く
な
っ
て
お
り
、

浄
化
怖
が
普
及
さ
れ
て
い
る
現
状

か
ら
し
て
、
少
な
く
な
る
の
が
当

然
で
は
な
い
か
、
ま
た
、
業
者
か
ら

出
る
数
量
と
中
部
消
婦
セ
ン
タ
ー

で
の
取
級
量
と
の
差
が
あ
り
、
実

状
を
よ
く
調
べ
ら
れ
た
い
．

3
、
総
合
計
画
の
笑
施
計
画
書
を
見

る
と
、
泊
病
院
の
地
設
お
よ
び
設

備
改
善
が
見
込
ま
れ
て
い
な
く
、

こ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
ま
す
ま

す
病
院
利
用
者
が
少
な
く
な
る
の

で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
る
の
で
、

検
討
さ
れ
た
い
。

鮪
願
の

「健
康
保
険
制
度
改
正
反

対
に
つ
い
て
」は、
諸
般
の
状
況
を
勘

案
の
？
え
継
続
審
査
．
陳
情
の

「身

体
障
害
者
悩
祉
に
つ
い

て」
は
、
願
意

妥
当
と
認
め
、
係
択
に
す
べ
き
も
の

と
決
し
た
旨
、
報
告
さ
れ
ま
し
た
・

産
業
建
設
委
員
会

付
託
案
件
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
以
来
ど
お
り
、
可
決
、
本
認
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
審
査
の
過
程
に
わ
ね
い
て
、

次
の
要
望
窓
見
が
あ
り
ま
し
た
。

ー
、
転
作
奨
励
事
業
の

一
環
と
し
て
、

日
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
第
3
矧

水
田
利
用
再
編
対
策
事
業
で
、
新

た
に
他
用
途
利
用
米
の
生
産
数
日
箆

が
配
分
与
れ
た
が
、
他
用
途
利
用

米
の
主
旨
等
に

つ
い
て
は
、

歓
迎

す
べ
き
政
策
で
は
な
く
、
食
管
法

や
農
産
物
の
貿
易
自
由
化
等
の
給

凶
る
等

た
い
。

問
題
解
決
に
努
力
し

ゲ
ー
ト
ボ
i
ル
掲

増
設
は
慎
重
に
検
討

質
問

年
々
、
ゲ

l
ト
ポ

l
ル
を
楽

し
む
町
民
が
同
唱
え
て
い
る
現
状

を
ふ
ま
え
、
攻
作
仕
‘
廿
答
品
粁
集
活

セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内
に
あ
る
ゲ

ー
ト
ポ
｜
ル
場
を
刷
設
す
る
計

画
が
あ
る
か
、
わ
ね
聞
き
し
た
い
．

答
弁

現
ル
仏
、
ゲ

l
ト
ポ

l
ル
場
は
、

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
に

l
ヵ
所

設
益
さ
れ
て
い
る
が
．
同
数
地

内
に
地
設
す
る
こ
と
に
つ
い
て

は
．
制
附
蚤
に
検
討
し
た
い
．

鉄
工
団
地
の
遊
体
地

年
度
内
に
方
向
づ
け

質
問

先
般
の

9
月
議
会
で
、
鉄
工

団
地
の
遊
休
地
を
鉄
工
業
に
悶

執
す
る
ニ
と
な
く
、
有
効
利
用

を
図
ら
れ
た
い
と
の
要
望
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
・ヲ
な
万
向
づ
け

を
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
、

H
．ハ体

的
に
検
討
し
て
わ
ね
ら
れ
な
い
と

す
れ
ば
、
ど
の
よ
・ヲ
に
対
処
さ

れ
る
の
か
、
わ
ね
聞
か
せ
瓢
い
た

答
弁

鉄
丁
団
地
の
進
休
地
に
つ
い

て
は
、
悩
み
の
慢
で
あ
リ
ま
す

が
、
年
度
内
に
あ
る
位
皮
の
万

向
つ
け
を
し
た
い
．

F
D
A
U寸

nu

－

m会
だ
よ
り。

a
－m
日

程

ロ
月
初
日

開
会（
従
業
理
由
説
明
、

議
案
の
細
部
説
明
）

本
会
議

（質
疑
、
一

般

質
問
）

環
境
厚
生
委
貝
会
、
産

業
雄
訟
委
員
会

総
務
教
育
委
員
会

本
会
議
（委
員
長
報
告
、

質
疑、

討
論
、
表
決
、

選
挙
）
閉
会

ロ
月
幻
日

ロ
月
泣
日

ロ
月
幻
日

ロ
月
M
8

可
決
さ
れ
た
も
の

マ
予

算

（
い
ず
れ
も
回
年
度
）

O
一
般
会
計

－
朝
日
町

一
般
会
計
補
正
予
算

（第

5
号）

O
特
別
会
計

・
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算

（第
2
号）

．
朝
日
町
老
人
保
健
医
療
市
中
業
特
別

会
計
補
正
予
算

（第
2
号
）

－
朝
日
町
同
氏
健
康
保
険
診
療
地
設

境
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

（第
l
号
｝

．
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正

予
算

（第
l
号
）

．
朝
日
町
南
保
外
二
地
区
用
水
特
別

会
計
純
正
予
算

（第
1
号）

O
事
業
会
計

．
朝
日
町
立
泊
病
院
本
業
会
計
補
正

予
算

（第
3
号
）

マ

条

例

（一

部
改
正
｝

－
削
明
日
町
の
職
只
の
給
与
に
附
す
る

条
例

－
朝
日
町
悦
条
例

マ
そ
の
他

－
新
規
土
地
改
良
が
業
計
幽
を
定
め

る
件

・
町
道
路
線
の
廃
止
及
び
認
定
の
件

．
大
字
‘
字
の
区
成
の
変
更
及
び
廃

止
の
件

同
意
さ
れ
た
も
の

－
朝
日
町
監
査
委
日
を
滋
任
す
る
た

め
同
意
を
求
め
る
件

承
認
さ
れ
た
も
の

－
地
万
自
治
法
務
問
条
に
よ
る
呼
決

処
分
の
件

（昭
和
問
年
度
朝
日
町

一
般
会
計
補
正
予
算
｛第
3
号
））

・
地
万
自
治
法
第

m粂
に
よ
る
専
決

処
分
の
件

（昭
和
四
年
度
制
日
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（第
4
号
）
）

選
挙
さ
れ
た
も
の

－
朝
日
町
選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充

員
の
選
挙
の
件

請

願

・
陳

情

マ
採
択
に
な
っ
た
も
の

－
身
体
障
主
将
悩
M

切
に
つ
い
て

マ
不
採
択
に
な
っ
た
も
の

－
申
告
納
税
制
度
改
志
反
対
に
つ
い

て
－
三
兆
円
減
悦
実
現
に
つ
い
て

マ
継
続
審
査
に
な
っ
た
も
の

－
朝
日
小
屋
の
改
築
に
つ
い
て

－
大
剛
A

間
按
税
導
入
以
付
に
つ
い
て

．
健
康
保
険
制
度
改
正
反
対
に
つ
い

て

－
績
会
だ
よ
り

＠



川
島

i

－
 

m
l、一
帯

－

m
b

…
 

r
・・『
吋

・

議i

－
 

砂川
ゆ

…

〆
仁

7
4叩i

－
 

鹿
M

8
3’1
そ
し
て
、
そ
の
ご
み
の
中
は
、
自

‘
Q
L
然
の

LZ業
よ
り
、

受
カ
ン
や
ビ
ニ

み
凶
綜

l
ル
な
ど
が
多
か

っ
た
の
で
す
。
川
…

也
知
必

の
よ
ご
れ
は
、
海
の
よ
ご
れ
に
つ
な

吋問、

が
り
ま
す
。
川
の
ご
み
は
、
泌
に
流

－u
れ
て
い
く
か
ら
で
す
。
川
を
き
れ
い

〆

ブ

に

す
る
た
め
に
、
私
た
ち
は
、
川
に

一匝
時

ご
み
を
す
て
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
一

戸国
同

ば
な
リ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
川
に
ご

コ

い

み

が
落
ち
て
い
た
ら
‘
す
す
ん
で
ひ

宗
」

う
1
そ
う
す
れ
ば
、
ご
み
は
少
な
…

i

－
 

h
説

く
な
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
川
の
一

i

－
 

作

地

ち
か
く
に
、
〈
ず
か
ご
を
置
い
た
り
、
…

ザ

私

「
川
に
ご
み
を
す
て
る
な
グ
」
と
冷

市川叫

い
た
紙
を
は

っ
て
お
け
ば
良
い

と
忠

2
E一
い
ま
す
・

民
巳

そ
れ
に
、
ご
み
を
す
て
る
人
は
、

一僅
ト

ご
み
を
川
に
流
し
て
も
、
地
球
め
ど

h
収
市

こ
か
に
行
く
だ
け
だ
と
い
う
こ
と
を

引制
V

考
え
る
べ
き
で
す
。

γ

向

司

自

払

た
ら

一
人

一
人
が、

%
を
つ
け

！

・

也、ee
ELAnっ
て
い
け
ば
、
川
は
き
っ

一

四
、
訓

と
き
れ
い
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

m
t
一

で

・

a．
．
 ，
 

叩
U
V

一
。
た

を

H
a
－－

訓

EF
Hす
な

報

H
a
－－

a明
…
ま
ど
一
日

嗣
劃
副
’

弘

山

一

し

ら

御

h
l
岨
喝
当
F

P
M抱

一
介
な
に

u
u
e
M幽

～h
E
一

紹

方

係
H
a
J
J

圃
司

割
問
四

一
を

る

報

f
d
p
d
H
U

｛
よ
れ
広
…
F
J
M

川
園

い

さ

ら

・

’
凶
川
d
a
h

h

か

お

す

い
田

川

圃

一
や
で
で
一

’

w
y闘

い
わ

ん

う

一
．
，

d

’a

い
さ
住
－

r

．，riva

い
の
に
つ
い

．． ，
パ
刷
た

い
内
内
け
υ

・・函C

川
町

町

も

一

．．
 
，
 e•：偽

川
を
き
れ
い
に

千春

可，

山崎小学校
6年

長津

山
払
の
家
の
前
に
、
川
が
流
れ
て
い

ま
す
．
ょ
う
ち
閣
の
こ
ろ
は
、
川
に

入
っ
て
ど
じ
ょ
う
や
さ
わ
が
に
を
つ

か
ま
え
て
い
ま
し
た
。
で
も
最
近
、

小
川
の
か
わ
ら
へ
行
く
と
、
空
カ
ン

や
ガ
ラ
ス
の
か
け
ら
、
ビ
ニ
ー
ル
、

生
ご
み
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
ご
み
が

山
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

去
年
の
夏
休
み
に
、
近
所
の
子
と

い
っ
し
ょ
に
、
い
つ
も
遊
ん
で
い
る

か
わ
ら
の
ま
わ
り
で
ご
み
ひ
ろ
い
を

し
＃
テ
し
た
。

ほ
ん
の
ち
ょ

っ
と
の
問
、
そ
の
へ

ん
を
4
人
で
ひ
ろ
っ
た
だ
け
な
の
に

一
幻
は
ど
の
高
さ
の
山
に
な
り
、
ぴ

つ
r
、n，
』
レ
念
A
F
B」
ト～
。

みんなの広織は、みなさんの

ページです。あなたの宮いたい

こと、あなたの仲間たちゃ友人

の紹介など、 Eんなことでもけ

っニうです。役織広報係までE
しどしお寄せくださ t、。

－
み
ん
怠
の
広
編
＠

筈 年金額lま保険料を納めた期間

によってちがいます。次に計算

式や例をあげて． 2回にわけて説明

します。

・昭和 5年4月l日以前に生まれ

た人 （年令に応じて期間短縮姶置が

あります）の場合は．
((I，脚内X納付月ll+

瞳柑白骨1650円X(300月ー加入月ft:)X－→）x 1.122% 
刷A.Ill

加 算 分

（！主）1.122%1H島領スライド$

〈例〉大正8王手2月208生

・発足当時から加入し. 60歳まで

納付した人 (17年10ヵ月納付＝ 214 

月）

((I.御用X214月）＋附 肉X（湖ト214月）X
21411 一一→）Xl,122%＝（湖 .520円＋5晶．蜘向〕X
214月

1.122%＝~. IOO肉

・途中に未納期聞があるが．最低

納付期間をi前たしている人 （未納期

聞が4年の湯合. 13年10ヵ月納付＝

166月）

((I.側同Xl制 ）＋ 仰向X（抑ト214月）X

166月一一一l〕x1.122%=(278.鈴O阿+43.361悶〕X
214月
I .122%=361,600円

付加年金に加入している人

200円×付加保険料納付月敏が

プラスされます，

昭
和
田
年
日
月
初
日
、
慰
霊
船
「
に
一

一
っ
ぽ
ん
丸
」
は
全
国
よ
り
参
加
し
た
…

…
制
名
を
乗
せ
、
博
多
港
を
出
港
し
ム
口
一

一
湾
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
沖
縄
に
寄
港
し
一

一
な
が
ら
日
日
問
、
か
つ
て
の
海
戦
湯
一

一
を
巡
り
ま
し
た
。

F

こ
の
問
、
慰
霊
祭
は
海
上
で
叩
回
、
一

一
陸
上
で
3
回
行
い
、
今
も
な
お
海
底
一

一
深
〈
蹴
る
間
余
聾
の
船
々
と
、
担
万
一

一
余
位
英
霊
に
鎮
魂
の
叫
械
を
俸
げ
て
ま
一

一
い
り
ま
し
た
。

一

我
が
初
日
町
か
ら
は
、
勝
川
忠
縦
一

（償
川
）、
出
削
竹
松

（栄
町
）、
治
水
一

一
義
雄

（金
山
）、
長
井
忠
二
（
紘一川
）

一
の
4
名
が
参
加
し
、
町
長
か
ら
の
花
…

一
一
絡
を
献
ず
る
と
共
に
、
叫
刷
版
よ
リ
げ
比
一

E

r
i

s

－
 

一
さ
れ
た
い
年
借
地
容
を
立
て
、
術
花
を
供
一

一
じ
て
心
か
ら
英
軍
一の
冥
一
怖
を
祈
っ
て
一

一
ま
い
り
ま
し
た
。

＝…
 ‘、

ゆ

l

－
 

そ
れ
を
み
ん
な
で
神
社
に
持
っ
て

行
き
、
－
U
肘
か
ら
占
い
し
め
純
を
外

し
、
新
し
い
し
め
縄
を
ド
げ
ま
し
た
。
…

あ
と
は
正
川
を
迎
え
る
だ
け
と
な

F

－－
－
 

り
、
多
少
で
き
上
が
リ
が
．急
く
と
も
、
…

T
f

一

氏
チ
の
若
者
が
柿
魂
込
め
て
作
っ
た

一

一

し
め
縄
は
最
高
で
あ
る
と
、
み
ん
な

の
頗
も
満
足
そ
う
で
し
た
。

問

マ元起さんから．ぜられた写.

て
い
ま
し
た
が
、

新
年
も
新
し
い

し
め
縄
で
気
持

ち
良
〈
迎
え
よ

う
と
、
今
年
か

ら、

年
に

2
回

作
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

き

て

当

日

は
．
年
内
最
後

の
日
凶
日
と
あ

っ
て
何
か
と
忙

し
く
、

師
走
の

凶
凧
も
冷
た
い
日

で
し
た
が
、
同
人
の
メ

ン
バ
ー
が
集

ま
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
大
綴
会
民
の
桁
・れ
で
、

子
分
け
を
し
な
が
・
句
作
た
を
し
ま
し

た
・
「
太
い
」
「
細
い
」
「
も
っ
と

締
め
て、

締
め
て
」
な
ど
と
．

H
F
を

川聞け
A
H
い
、
笑
い
戸
も
い
父
じ
え
な
が

ら
、
和
気
あ
い
あ
い
の
内
に
長
さ
川

メ
ー
ト
ル
余
リ
の
し
め
純
が
で
き
あ

ー一一....... ‘ 

枚
の
写
真

h
F
で
き
あ
が
っ
た
注
連
縄
を
待
っ
て
鳥
居
前
で

が
り
ま
し
た
。

，，ぬa広縁

先
ご
ろ
、
役
場
で
町
の
移
リ
変
わ
り
が
わ
か
る

食
盤
な
写
真
が
見
つ
か
り
ま
し
た
．
そ
し
て
こ
の

こ
と
が
新
聞
に
ぬ
載
さ
れ
、
こ
れ
を
絞
ん
だ
滑
川

の
元
起
w刊
さ
ん
よ
り
、

一
枚
の
写
真
が
次
め
よ
う

な
添
え
脅
さ
と
共
に
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
・

二

月
八
日
の
新
聞
で

J
朝
日
町
役
場
で
古
い

写
真
が
見
つ
か
る
ω

と
い
う
記
務
を
見
ま
し
て
、

山
払
の
持
っ
て
い
る

一
枚
の
写
真
を
お
届
け
し
ま
す
。

丁
皮
切
年
前
、
関
東
孤
独
立
守
備
隊
の
現
役
兵

と
し
て
、
満
州
事
変
に
従
軍
中
、
内
務
古
前
郭
鍬

に
い
た
時
、
泊
保
育
所
よ
リ
い
た
だ
い
た
慰
問
袋

に
あ
っ
た
写
真
で
す
。
そ
の
後
、
炎
熱

ω度
の
夏

も
、
北
満
チ
ハ
ル
ル
城
の
北
方
の
極宙開
、零
下
必
皮

の
冬
も
、
私
と
共
に
歩
い
て
き
た
写
真
で
す
。

同
じ
写
真
は
、
町
内
に
も
あ
る
か
と
思
い
ま
し

た
が
、
戦
地
を
旅
し
て
来
た
写
真
も
珍
ら
し
い
か

と
思
い
送
付
し
た
し
だ
い
で
す
U

朝
日
町
で
は
、
町
制
峠
犯
行
犯
周
年
記
念
事
業
と

し
て

「写
真
で
見
る
町
の
変
遷
L

展
を
計
画
し
て

お
り
、
古
い
写
真
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
方
が
あ
れ

ば
、
役
場
に
御

一
報
く
だ
さ
い
。陽会

南保高畠

古
同

注
連
縄
を
作
る

山
川
お
日

｛
日
，
午
後
2
時
過

5

か
ら
、
商
品
公
民
館
前
に
て、

向
山
川

神
社
の
烏
肘
に
下
げ
る

e
し
め
縄
e

作
り
を
行
う
。
ニ
れ
は
、
商
品
町
内

の
行
壮
年
で
組
織
寸
る

「高
崎
会
」

の
年
間
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て、

3

年
前
か
ら
．山作興
さ
れ
た
も
の
で
す
。

今
ま
で
は
、
神
輿
を
山
山
す
必
然
り

に
合
わ
せ
て
新
し
い
し
め
縄
を
作
つ

－叩‘、
－
E
E

．，
 e’
 
坂2

智
代
子
さ
ん

（何日歳・
南
保
高
畠
）

.，.，，.，のたより

恵

笹 川

長井

＊走塁 味

スポーツ （特に ／υtf・J求を｝よるのが

h止さ）

向4史小：業後．富山市の美谷をに 5年

l:llfhffi L .昨年の7月から現イ正の美容

去に勤めています．

IJl(t.li. シャンプーからカ ット．ノぐ

ーマ．ブロー0:I：げまでを1H.当してい

ます 今年Ii.セノト を7 スターし．

.,ViHけも少しすっすれ、たいと思ってい

ます》また.,:':j絞ま でIi. スポーツ万

能にjfrかったのに．今はまったく逓動ら

しいものをし ていないので．バレーボ

ールやテニス．少しかじったスキ ュ－

，，ーダイビングもしたいな。

店、は．生まれた時Lt.小さくて. f!Siの

半分l;t.LIだったそうです。（J.』i械はfiた
ない と，思ったらしいのですカZ人さ弘樹

%もな く.165cm ま で（~I びま し た 。 1tの

尚い人カ（.l'!I!氾！の人です。

4人家峡

＊勤務先

i(I本町 rr,: ~鹿児科本J

貴家族..成

父とI：｝とダ｝，

－
み
ん
怠
の
広
揖
＠民．

u
A
H
・QJV



福祉だよりコ

福

祉
だ
よ
り

け
ま
す

な
打
、
新
役
い
”
に
は
次
の
万
々
が

就
任
さ
れ
ま
し
た
e

ー
ュ

〆＆
v

nr

J

1

，
 

会

長

刷
会
以

刷
会
長

任
期
尚
一J
に
伴
・
ヲ
例
日
町
社
会
制

祉
協
治
会
の
役
一
以
改
選
か
行
わ
れ
、

新
会
長
に
軒
仏
さ
ん
か
就
任
さ
れ
ま

し
た
祈
役
は
は
．

2
年
間
に
れ
た

リ
、
社
会
制
祉
協
議
会
の
活
動
を
縦

近
し
て
い
た
た
く
・
－
と
に
な
リ
ま
す

ま
た
、
九
F
改
滋
で
、
過
去
同
年
間
に

わ
た
リ
九
五

K
を
似
仙
の
・
り
れ
た
H

休
刊
川
明

さ
ん
か
退
任
さ
れ
ま
し
た

氏
乃
多

大
な
功
紡
を
ぷ
え
、
深
く
悠
謝
小
し

歳
未
た
す
け
あ
い
運
動
に
は
、
皆

さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
形
で
普
立
を

い
た
だ
き
ま
し
た
も
「
震
の
袋
」
に

よ
る
募
金
の
は
か
、
団
体
や
社
内
募

金
、
あ
る
い
は
小
銭
を
貯
め
た
チ
供

さ
ん
の
募
金
も
併
せ
・
句
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通

じ
て
の
善
意
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、

ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

街
頭
募
金
と

社
内
チ
ャ
リ
テ
ィ

ひ
と
り
で
持
つ
と
脅
し
い
屯
さ
の

お
金
の
袋
が
普
意
銀
行

へ
届
け
ら
れ

ま
し
た
。
目
前
氷
紡
織
労
働
組
合
泊
支

郷
の
皆
さ
ん
か
ら
の
贈
リ
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
は
‘
恵
ま
れ
な
い
方
に
愛

街
頭
募
金
活
働
を
す
る

』司
自
由来筋
舗
の
笛
さ
ん

の
手
を
、
と
組
合
員
が
協
力
さ
れ
、

歳
未
の
詑
目
、

智内
、
い
な
か
商
店
街
の

2
ヵ
所
で
街
銅
募
金
活
動
を
反
問
。

さ
ら
に
同
日
社
内
で
催
さ
れ
た
カ
ラ

オ
ケ

・
チ
ャ
リ
テ
ィ
の
収
益
金
、
そ

し
て
社
内
に
備
え
つ
け
の
募
金
箱
の

お
金
も
合
わ
せ
て
贈
ら
れ
た
も
の
で

す
。同

組
合
の
皆
さ
ん
は
、
こ
う
し
た

独
自
の
活
動
を
毎
年
続
け
ら
れ
、
棺
官

立
の
絹
川
託
も
6
固
を
敬
え
ま
し
た
。

ウ
サ
ギ
の

ぬ
い
ぐ
る
み
で
激
励

寝
た
き
り
で
議
の
瀬
を
過
ご
さ
れ

た
在
毛
の
お
年
寄
リ
に
、
か
わ
い
い

ウ
サ
ギ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
贈
り
、
見

舞

い
ま
し
た
。

長野
lι.1::, 

武
h
u
H

（泊

二

此
ヂ
｛，K
ぃ
K
Aμ

）

川
け
し
U

川

（
ぶ

問

似

｝

－
路
間

（

同
州

ぷ

｛山
崎
－

M
叩・司

（笹
川
）

巾本店
胤
｛治
一↓｝

栄
作

｛泊
三）

外
文
（ド
札
問
山
）

設
叫

（山
崎
｝

い
ト
芝
大
家
山
｝

川
（川
明
日
町
）

「
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
明
る
い

わね
．比

月
を
」
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
で
昨
年
末
に

展
開
し
た
歳
末
た
す
け
あ

い
運
動
は
‘
皆
さ
ん
か
ら

暖
か
い
善
意
を
い
た
だ
き
、

前
回
を
上
回
る
成
果
を
収

め
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た

ご
芳
志
は
、
別
名
の
打
々

に
矧
リ
、
大
変
感
謝
さ
れ

ま
し
た
。

こ
こ
に
．

募
金

の
お
世
話
を
い
た
ど
い
た

校
l以

¥>,;, f6 
.fl!! 

・，，・1・; 

水属品仁必・1－：大，j、財水
野 JI:・1｝｛ 篠崎 ・ド 林谷山

ネ

m
A
』

h
r

勝
次
（町
議
会
）

山
江
（財
人
会
）

V婦人民生餐輿の笛さん

J. こ
れ
は
、
町
内
の
婦
人
民
生
委
員

の
皆
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と

し
て
、
タ
オ
ル
を
利
用
し
た
手
芸
講

例
会
を
聞
き
、

一
つ
一

つ
に
心
を

こ
め
て
予
づ
く
リ
さ
れ
た
ぬ
い
ぐ
る

み
で
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
表
情
盟
か
な

ウ
サ
ギ
た
ち
は
、
制
人
の
寝
た
き
り

の
お
年
寄
け
に
贈
ら
れ
、
病
床
を
慰

め
ま
し
た
。

十
刀
々
や
民
生
A
K
U
H
の
打
々
に
心
か
ら

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
．

•＊たすけあい遭動結果

’金・G入内~
-・ 0 事 ~

IJ l. :II ~ 
待。曹銀行資金

fr Jt 
配分｛見鋼｝金内訳
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退
任
に
際
し
て

共
に
生
き
る
福
柾
社
会
を

最
近
、
商
品脚
化
の
進
行
、
家
庭
機

能
、
社
会
連
帯
意
識
の
低
下
、
経
済

情
勢
の
変
動
な
ど
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
福
祉
問
題
を
生
じ
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
の
周
問
、
殺
が
朝
日
町
に

も
、
寝
た
き
リ
老
人
、

一
人
ぐ
ら
し

老
人
な
ど
婆
援
護
世
僚
の
峨
加
、
青

少
年
非
行
な
ど
子
ど
も
を
取
り
巻
く

問
題
、
母
子

・
父
子
世
需
の
対
策
な

ど
数
多
く
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。

福
祉
は
本
当
に
身
近
か
な
事
柄
に

な
っ
て
お
り
、
例
々
の
対
象
を
包
む

地
域
全
体
の
悩
祉
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
．

地凶
域
住

K
が
共
に
必
f
え
凶閉
店情
的
に

活
動
す
る
。

い
わ
ば
座
解
協
力
か
・
句
、

活
動
参
加
の
段
階
に
き
て
い

る
の
で

す
。
チ
ど
も
か
ら
わ
ね
年
寄
り
ま
で
、

男
女
を
問
わ
ず
一
人

一
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
進
め
た
い
も
の
で
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
自
分
du
他
人
も

地
威
も
共
に
生
き
る
治
動
な
の
で
す
。

社
会
一悩
祉
協
議
会
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
泊
動
の
わ
り
陛
必
を
し
、
地
域
制
祉

の
ネ

J

，
ト
ワ
ー
ク
っ
く
り
に
努
め
て

民
JV
R
lv
n
u

－
福
一
祖
だ
よ
り
＠

視
覚
障
害
者
の

現

状

「山
…
以
」
と
い
・

1
・z門
伎
を
ご

ιし

で

す

か

一

般
の
文
京
を
、

uの一小

山
山
な
打
々

の
た
め
に
、
点
下

（
門

ハ
の
触

A
U叫
サ
｝
に
ぷ
す
る
ニ
と
て

す

uの
不
白
山
な
十
り
は
、
目
前
の
行

動
に
制
約
を
受
け
る
だ
け
で
は
な
く
、

仔
戸
以
外
的
制
報
が
鰍
端
に
少
な
い

の
が
現
状
て
す
む
そ
こ
で
必
．裂
に
な

る
の
か
．
点
以
を
で
き
る
健
常
針
で

す
e

し
か
し
、
我
が
町
て
点
出
品
を
で

5
る
打
は
M

閉
め
て
少
数
し
か
む
ら
れ

ま
せ
ん

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
者
を
募
集

社
会
悩
祉
協
議
会
で
は
、
町
内
泊

料
以
れ
の
ず
山
町
皮
川
悦
党
防
山
刀
打
の
打
々
に
、

山
…？
の
サ
ー
ビ
ス
（広
鍬
あ
さ
ひ
等
｝

か
で
与
る
よ－
q

，
．
内
出
州
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア品川
動
い
れ
を
募
集
し
て
い
ま
す

あ
な
た
も
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
品
川
動
し
ま
せ
ん
か
。
今
後
何
同

か
の
必
門
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
．

ど
な
た
で
し
め
動
計
に
な
れ
ま
す
‘

そ
し
て
．
A
例
会
を
泊
じ
て
、
グ

ル
l
フ
的
動
に
党
川
択
さ
せ
、
町
山
刀
打

と
の
ふ
れ
あ
い
を
同
る
川
州
で
す

参
加
を
お
山
ド
．さ
れ
る
打
は
、
町
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
町
礼
会
制

祉
協
必
会
が
は
初
日
川

告
別
1
0
5
7

6
）
に
ご
述
給
く
だ
さ
い

ま
す
よ
・
7

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

い
ま
す
．
個
人
で、

団
体
で
、
グ
ル

ー
プ
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
進

め
、
共
に
生
き
る
福
祉
の
朝
日
町
づ

く
り
に
意
欲
を
燃
や
し
て
は
し
い
も

の
と
念
願
し
て
や
み
ま
せ
ん
。

回
顧
、
あ
い
さ
つ

私
は
、
昨
年
日
月
末
で
町
社
会
悩

祉
協
議
会
泌
を
渇
き
ま
し
た
。
昭
和

刊
年
以
来
日
年
、
町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
支
え
ら
れ
、
一
悩

祉
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

任
期
前
半
の
昭
和
刊
年
代
は
、
経

済
の
高
度
成
長
に
恵
ま
れ
、
一
応
の

諸
制
度
と
ニ
れ
の
財
政
的
裏
付
け
が

な
さ
れ
、
日
削
祉
の
基
鎗
が
確
立
し
ま

し
た
．

ま
た
、
昭
和
刊
年
に
は
、
社

会
悩
祉
法
人
と
し
て
法
人
絡
を
持
ち

拶
務
局
を
設
け
、

専
任
職
員
を
置
い

て
、
本
俗
的
な
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

後
半
の
昭
和
叩
年
代
は
、
世
界
的

な
不
況
の
影
響
に
よ
り
、

伸
び
悩
み

の
時
代
で
あ
リ
ま
し
た
が
、
印
年
代

も
後
半
に
な
る
と
、

地
威
一悩
枇
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
以
桁
定
を
受
け

聞
係
悩
祉
団
体
の
充
尖
発
展
と
共
に

以
内
胤
指
の
活
動
内
仲
介
と
、
そ
の
成

巣
が
評
価
さ
れ
る
ま
で
に
な
リ
ま
し

た
。
日
成
任
当
初
か
ら
の
変
遷
を
思
う

と
感
無
量
で
あ
り
、

町
民
の
皆
さ
ま

の
熱
意
あ
る
ご
協
力

・
ご
航
膨
に
心

か
ら
感
謝
を
持
げ
る
も
の
で
あ
リ
ま

す
。
ま
た
、
ニ
の
聞
の
充
実
発
展
の

一
時
期
を
拘
わ
れ
た
関
係
役
制
朝
日
各

位
に
深
径
の
謝
怠
を
ね
〈
リ
、
退
任

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

－
福
祉
だ
よ
り
＠



スポーツと健康

一

y
ふ

ス
ポ
ー
ツ
の
前
後

準
備
・
整
理
運

近
年
の
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
化
時

代
に
お
け
る
運
動
不
起
の
進
行
、
山

由
時
間
の
噌
大
、
生
前
環
段
の
笈
化

な
ど
に
伴

っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
人
口
が

m加
し
て
き
で
い
ま
す
。

般
技
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
も
の
、
健

康
地
進
の
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

も
の
、
余
暇
活
用
の
た
め
に
す
る
も

の
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
倒
的
を
持
う

て
ス
ポ
ー
ツ
に
取
リ
組
ん
て
お
ら
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
こ
と
も
大
事
で

す
が
、
加
え
て
、
ス
ポ
ー
ツ
前
の
準

備
運
動
、
ま
た
ス
ポ
ー
ツ
後
の
繁
剛
性

運
動
も
、
健
康
・
体
力
づ
く
り
に
は

大
切
な
こ
と
で
す
。
準
備
運
動
が
充

分
で
な
い
た
め
に
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ

で
ケ
ガ
を
し
て
し
ま
う
と
い
う
例
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ケ
ガ
の
な
い
、
ス
ポ
ー
ツ
の
効
巣

を
上
げ
る
た
め
に
、
日
頃
か
ら
準
備
・

鐙
理
運
動
を
行
い
、
絞
け
る
川
中
u
m刷
毛

期

日

会

場

参
加
資
絡

口
U朝

日
町
民
総
合
体
育
館

朝
日
町
従
住
者
及
び
勤

務
者

（定
時
制
高
校
生

含
む
）
で
男
子
お
ぷ
以

上
）
女
チ
初
段
以
上
の

者
。ゃ，ffと丸

1グL5(: 
、司【、E凋t出

向

叫』を3・

の
けんとう

-・:Aポーツと健康

月2 

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

そ
の

一
例
と
し
て
、
「
ス
ト
レ

γ
チ

ン
グ
」
と
い
・
7
通
動
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
「引

っ
ぱ
る
＼
「
伸
ば
す
」

と
い
う
意
味
で
、
ゆ
小
倫

・
却
な
埋
運
動

に
効
栄
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
も
ど
－
つ
ぞ
。

図

の

説

明

①
か
ら
だ
全
体
を
伸
ば
す

足
先
か
ら
街
先
ま
で
徐
々
に
上
向

．
ド
向
に
そ
れ
ぞ
れ

5
秒
間
伸
ば

す
。

②
首
筋
・
伺
周
辺
の
筋
を
伸
ば
す

ひ
じ
と
ひ
じ
を
つ
け
よ
う
と
す
る
。

背
筋
を
仰
ぱ
し
、
だ
ん
だ
ん
膝
ル
曲

げ
な
が
ら
、
川
1
日
秒
間
行
う
。

③
体
制
の
筋
、

一材
周
辺
の
筋
を
伸
ば

す体
側
を
伸
ば
す
よ
う
に
績
に
曲
げ

る
。
反
対
側
も
ω
1
日
紗
間
保
つ
。

チ
！
ム
制
成

・
男

f
l部

戦
場
・
戦
減
対
抗
で

M
歳
以
上
フ
リ
ー
。

試
合
中
、
常
時
コ
ー

ト
内
に
刊
歳
以
上
の

者
が

2
名
以
上
い
る

こ
と
。

初
必
以
上
フ
リ
ー
。

2 
苦rs

－
女
子
i
郎

＠
胸
紡
・

品川
筋
を
仰
ぱ
す

山
秒
間
胸
を
そ
ら
す
。

⑤
下
肢
巣
側
の
晶
、
ア
キ
レ
ス
幽
冊
、

背
筋
、

刷町
筋
を
仰
ぱ
す

ハUι
夕

刊叫リ・
’
H
1
J
H
H

。

l
s
f
μ
H
・H
i什

＠
下
肢
袋
側
の
筋
、

股
関
節
ア
キ
レ

d

司
準
備

・
整
理
運
動
の
要
領

ス
粧
を
仰
ぱ
す

凶

1
日
秒
間
腰
を
沈
め
る
。

⑦
版
関
節
、
野
筋
、
脳
性
筋
、
ア
キ
レ
ス

帥
崎
、
ふ
く
ら
は
ぎ
、
持
H
W
肋
を
伸
ば

ムすω
1
日
秒
間
保
持
。

② 
一ーー一~・

④ 
唾ー『

① 

‘一一一一

試
合
中
、
常
時
コ
ー

ト
内
に

ω歳
以
上
の

省
が

2
名
以
上
い
る

・
｝
レ
’』
ω

－
選
手
登
録
は
、

一
チ
ー
ム
6
名
以
上

で
年
齢
脚
は
昭
和
問
年
4
月
l
日
現
住
。

申
込
み
先
朝
日
町
教
育
委
員
会

又
は
総
合
体
育
館
。

所
定
の
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
つ

え
申
込
む
こ
と
。

2
月
山
日
（令
）

2
月
日
日
（月
）午
後

2 
音rs

申
込
み
＋刀
法

ゆ
込
み
締
切

州

選

会

加
わ
一1rhvAh
b？
X
H
X
M
X
umxunvhun
xun
x
u
n
b
M
P
κ
h
w
k
h州叫
P
M
X，H
av

宮

間誠
一策
的弱
協
議4M
M

簿
一一時
ww
…

昭
和
問
年
2
月
1
8
か
ら
7
日
ま

で
の
一
週
間
は
、
第
お
凶
成
人
病
予

防
週
間
で
す
。
が
ん
、
仙
一
年
中
、
心

臓
病
等
の
い
わ
ゆ
る
成
人
病
に
よ
る

死
亡
は
、
国
民
死
亡
順
位
の
上
位
を

占
め
、
死
亡
者
総
数
に
出
め
る
刻
合

は
6
割
を
拙
唱
え
、
な
お
年
々
地
加
の

傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。
し
か
も

こ
れ
ら
の
病
気
は
、
社
会
に
わ
ね
い
て

も
、
家
庭
に
お
い
て
も
重
要
な
地
位

で
あ
る
働
き
ざ
か
り
の
年
齢
階
層
に

多
い
こ
と
か
ら
、
社
会
的
、
経
済
的

に
受
け
る
影
響
は
非
常
に
大
き
い
。

そ
の
た
め
に
成
人
病
予
防
に
対
す

る
対
策
が
、
今
後
の
重
要
な
課
題
と

い
え
ま
す
。

朝
日
町
で
も
死
固
め
第

l
位
は
、

が
ん
で
す
。
が
ん
の
原
凶
と
し
て
は

食
物
、
喫
煙
、
大
気
汚
染
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
因
チ
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
な
か
で
も
食
物
栄
養
は
重
．
婆
な

因
子
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
自

分
自
身
で
で
き
る
が
ん
予
防
と
し
て

は
次
の
こ
と
が
ぬ
げ
ら
れ
ま
す
。

が
ん
予
防
対
策
ロ
ヵ
粂

ー
、
偏
食
を
せ
ず
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
栄
獲
を
と
る
。

2
、
閉
じ
食
品
を
繰
り
返
し
て
食
べ

ル
A
F
L
。

3
、
食
べ
す
ぎ
を
避
け
る
。

4
、
深
一
摘
を
し
な
い

6

5
、
喫
緬
肢
を
控
え
る
。

6
、
適
量
の
ビ
タ
ミ
ン

A
、
ビ
タ
ミ

ン
C
、
ビ
タ
ミ
ン

E
、
食
物
織

維
を
と
る
。

7
、
岩
手
い
も
の
、
あ
ま
り
然
い
も

7
時
却
分

（総
合
体

育
館
）

－
抽
選
会
に
出
席
し
な
い
場
合
は
、

試
合
に
で
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

試
合
方
法

－
予
選
は
リ
ー
グ
戦
で
お
こ
な
い
、

リ
ー
グ
の
勝
者
が
決
勝
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
に
出
場
す
る
。

－
試
合
は
、

9
占…

3
セ
ッ
ト
マ

ッ
チ
。

・
次
試
合
チ

l
ム
か
ら
線
審
2
名、

記
録
貝
1
名
ず
つ
だ
す
’
』
と
。

参

加

賀

l
チ
ー
ム
湖
円

（似

害
保
険
料
）

の
を
多
量
に
食
べ
な
い
。

8
、
ひ
ど
く
こ
げ
た
部
分
を
た
く
さ

ん
食
べ
な
い
。

9
、
か
び
の
は
え
た
も
の
を
食
べ
な

－bv 

刊
、
過
度
に
日
光
に
あ
た
ら
な
い
。

H

過
労
を
避
け
る
。

日
、
体
を
清
潔
に
保
つ
。

な
ど
で
す
。

が
ん
の
予
防
は
、
現
夜
の
と
こ
ろ

集
団
検
診
な
ど
に
よ
る
早
期
発
見
、

早
期
治
療
が
最
も
有
力
な
手
段
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
朝
日
町
で
は
、
成
人

病
予
防
対
策
と
し
て
、
同
同
が
ん
、
子

宮
が
ん
、
乳
房
が
ん
の
集
団
検
診
、

循
環
総
検
診
、
国
民
健
康
保
険
加
入

者
を
対
象
に
し
た
ミ
ニ
ド

ッ
ク
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

成
人
病
に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
注

怠
し
、
健
康
的
な
生
活
に
努
め
ま
し

》
会
、
「
J

。

－
ス
ポ
ー
ツ
と
健
康
⑪

富
山
県
小
学
生

テ
ニ
ス
大
会
で
次
勝

州
制

U
町
内
町
の
山
小
川
f
校
6
年
生

常．わ中日，

rさ
ん
は
、
ア
サ

ヒ
ジ
ュ
ニ

ア
テ
ニ
ス
部

（部
以
お
や
れ
）
に
入
部

し
て
わ
ず
か

8
ヵ
川
口
で
、
向
山
県

小
川
了
中
テ
ニ
ス
大
会
で
次
臨
刊
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
も
．
ト
昨
日
の
小
川
別
総
門

（制

6
時
1
7
時
初
分
）
と

ω迎
水

上
の
午
後
の
総山中け
の
成
川
本
υん
と
か
。

今
年
・
は
中
小
中
大
会
で
の
俊
勝
を
日

僚
と
し
て
が
ん
ば

っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

....常石さんの・・8フォーム

軟
式
テ
ニ
ス
教
室

受
講
者
募
集

ママ
期主

催

朝
日
町
体
育
協
会

！

l
i
l

i

－

－
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十
時
週
水
似
M
午
後
7
時

油
分
よ
り

朝
日
町
民
総
A
H
体
行
館

初
心
打
、
初
級
釘

ご

般
列
女
）

品
名

（巾
込
み
附
）

eh

h
川

（似
事
保
険
料

を
今
川
む
｝

制
け
町
民
総
合
体
行
館

内

古
川

1
1
6
3
8

日

マ

会

場

マ
対
象
者

マ

定

員

マ
参
加
資

マ
申
込
み

涯
の
献
血

ー
ロ
月
実
施
分
｜

境
地
区

本
仏
間
司
、
水
品
隆
司
、
水

仏
和
彦
、
末
上
点
波

宮
崎
地
区

大
浜
ハ

ル
イ
、
あ
義
訟
春

笹
川
地
区

折
作
純

一
、
小
林
鈎
美
、

竹
内
普
省
、
勝
間
誠

一

泊
一
区

近
江
主
・
男
、
泣
江
初
夫
、
山

問
自
由

f
、
高
松
胞
内
刷
、
地
山

一
八

泊
ニ
区

長
野
殿
、
松
本
武
上
心
、
上
似

維
後
、
付
川
市
叶
美
子
、
大
半
与

一
、
中

村
山
灯
茶
、
納
本
比
例
．
谷
美

f
、
竹

内
秀
孝
、
州
揃
年
明
、
魚
住
智
子
、

佐
渡
由
美
チ

泊
三
区

大
井
康
司
、
平
沢
一
博
、
山
有

国
降
、
山
本
修
、
沢
田
丸
湾
、
閉
店
坂

明
美
、
加
賀
事
志
、
川
瀬
キ
ミ
子
、

山
江
勝
広

五
箇
庄
地
区

有
・札
勝
森
大
僑
姶
司
、

平
野
康
降
、
河
村
光
夫
、
西
村
総
美
、

休
校
聖
克
、
よ
問
戊
鎌
，，
寸
・
、
官
同
桜
尚
美
、

南
茂
美
千
、
永
井
務
降
、
篠
問
事
骨
子
、

山
手
樫
忠
チ

南
保
地
区

谷
口
摘
、
中
嶋
・
扇
子
‘
谷

口
敏勲

一
、
川
上
誠

一
、
瀬
戸
博
文
、

勝
回
見

一
、
大
森
絡
一

山
崎
地
区

江
端
孝
雄
、
山
本
篤
文
、

秋
山
利
順
、
牧
野
久
雄
、

江
端
武
正
、

仲日中原庄

一
、
水
野
文
雄
、
久
我
口
稔
、

森
岡
広
子
、
池
田
輝
美

犬
家
庄
地
区
藤
田
朱
袋
、
水
野
兵
紀

子
、
伊
綴
尚
久
、

官
口
団
信
明
、
し仏川

直
樹
、
花
弁
昭
蔵
、
悶
悶
由
香
理

金

士

口

彰

（

η
名）

－
ス
ポ
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と
健
康
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まちのうごきコ

新しく決ま った

監査委員・選挙管理委員
12月の朝日町議会定例会て二監査委

員と選挙管理委員が決まりました。． 
吉二氏
(72局長）

東草野356

米国

mトトム

監査委員

抽選会は．午後O時35分に生徒会長

の谷口大助君と金山峰雄校長のあいさ

つに始まリ ．先生や各学年代表が4つ

の箱に納めた番号札をづ｜き．当選者を

決めてL、〈。袖選ごとに自分の持った

年1t状刷 り込み番号と 当たり番号を照

合し．喜んだリ悔しがったリ 。

1 2事のジグソーパズルは． 2 .q: ~たの

吉江＊加さんに当たリました。

：選挙管理委員一一一．

正宣氏
(63員長）

i(.lf呆968

追分 市郎氏
( 691'.;長）

1Hfl316 

伊東

Jt. 
£ 

1月18日
大むら菓子舗さん県知事貨に

富山県商工会連合会主催の昭和58年

度モデル商店コンクールにおいて. i白
本店Iの大むら菓子舗さんが. ｝苫のt構造

が立地条件や取り級ぃ商品に合い．独

創性を持った魅力ある店だとして． 1 

月18日に富山で聞かれた．県下商工会

の新年会長局長合l司会議の席上．県知

挙11・を受賞されました。

'Y(fラauの大将さん

消

信

宏

峻

＋

大

男

彦

人

剛

力

松

雄

二

仁

昭

義

孝

品

中

辰

泌

和

文

幸

末

宏

光

昭

導

光

沢

達

沢

野

吉

本

村

井

藤

建

下

辺

島

谷

島

員 七

安

小

士

口

住

山

中

一長

後

般

松

波

水

竹

水

員

消防長無火災表彰

第 2分団 4ヵ年

第 3分間 3ヵ年

第 l分団 1ヵ年

II 

II 

消防団長表彫状

第 l分団団

，， 

II 

1月19日

仁まちのうごき

員

.Id. 
，， 

団

団

第 2分団

第 3分団

II 

II 

長

団

団

団長

II 

II 

II 

第 4分団

第 5分団

第6分間

II 

II 

II 

II 

潔

進

昭

夫

雄

也

貌

弘

同

夫

雄

U
升
行

同

久

儲

久

十
凡
利
秀

悶

端

野

崎

野

井

世
勝
手
国
坂

江

沢

秀膚氏
(62政）

山崎新定鈴

山口

主ぇ

。オーアイ扇谷＿u業所従業－良一向さん

より 10.729円

。富山県高等学校家庭クラブ連合会さ

んより花いっぱい運動の収益金

22,550円

。；宮崎 佐倒よいさんより 14.997円

。朝日ロータリ ークラブさんより政来

たすけあいの必金として 100.000問

。日東紡縦労働組合泊文書ISさんよリ

104.022円

い乃氏
(66店長）

宮崎1614

野田

fl 
主主
ι＝， の預託

ニt極主

，思

q月10目
玉箇庄小で校内お年玉抽選会

ii.箇庄小ザ：校では．この日校内お年

玉付き年r.：はがきの抽選会を行L、まし

た。これは， 8年はど前から，子供た

ちに．はがきの書き方指導の一環とし

て笑施しているもの。秘製のはがきに番

号を刷り込み．子供たちが書きあげた

はがきを校内のポストに投かんし，児

童会の代表が元旦に子供たちの家庭に

届け，それを持ち寄り倒iきするしくみ。

V番号を引くたび喰声ガ

正
臥
H

秀

実

勉

行

久

J主

•;L 

再普

林
－
M
谷

子

中

木

長 桝

川

河

水

山

森

由

佃

伊

山

平

一キ

t
u

経

小

上

折

金

自

制

民

消防団長功績叢

第 l分団 Hf. 

る船舶に危険泌械を知らせる施設て＼

安全航行に大いに役Si；つものと思われ

ます。

員

長

長

員

長

II 

II 

II 

II 

’J 

” 

団

ff[ 

HE 

回

fff 

，， 

~2 分団

II 

第 3分団

第 4分間

II 

，， 

II 

” 

II 

” 

12月27日
米作優良団体を表彰

朝日町農業振興促進協議会では．農

家の生産意欲の向上を図るとともに．

コシヒカリを中心とした商品性の高い

、、うまい朝日産米”の榊産運動を推進

し．予約限度数量達成に努めていると

ころですが.12月27日に．今年度に優秀

な出街実績をあげられた次の生．産組合

が．「米f'f；改良Ji笠tt・を受賞されました。

長

員

長

II 

II 

，， 

宮fl

ftl 

Hf. 

日
H
叫

に
ド
ト

II 

第 5分団

’t 

第 6分間

II 

II 

II 

斡雄

1申ー

m保生産組合

代表者加rt
仰回生産組合

代表者柳沢

金山生産組合

代表者 ii~＊ 

12月20日
泊病院エネルギー棟兜成

かねてから建設を進めていましたエ

ネルギー僚が完成しました。

また. ！！~気を送るためのボイラーや

受電設備．肉家発電機なども新しくな

りました。

これにより． 老朽化によるトラブル

がなくるリ安定したエネルギーの供給

カどできることになりました。

主主設にかかった貸用は 179,000千円

で．皆さんが限立てておられる同氏年

金保険料の還元級資によ っています。

朝日町普愈銀行

社会福祉のためにと次の方々から善

意の預託がありました。

。朝日町錦鯉愛好会さんより 30,000円

。理谷妻子楽会さんより 10,000円とボラ

ンティア友の会へ指定寄付 50,000円

V篤4分団の練1D.水

4月6日
消防団出初め式

この日．午前9時から消防本部前で

出初め式が行われ．団員ら 200人が参

加しました。

新調の団脱．分団旗．揖人消防隊旗

の授与式のあと. 10時から本町五差路

交差点付近で第4分団の紙沢久行班長

の指婦で団員 6人の傑放水がありまし

た。その後．次の優良団員及び無火災

表彰を行L、ま した。

消防長功労章

第6分団分団長

liJ'.;ttt. 

12月26日
沖ノ島に航路照射灯

じ｛崎§.，＼；中ノ島に航路J!!l.射灯が新設さ

tl. この日から点燈し始めました。

付近一常の海域には岩礁地僚が点在

しているため， 夜間の航行や小波時

め漁船の航行に支障があり ．今までも

数多くの海総事故が発生していました。：

航路照射灯の設f≪IJ..事故を無くそ

うと、宮崎漁港利用者から強〈要望さ

れていたものが笑現したわけです。

照射幻は．燈台からの光を受け．照

射灯設置付近の海面を11≪.らし．航行す

－
ま
ち
の
う
ご
き
＠

。小川建設工業（妹） 代表取締役 問

悶三郎さんよリ 500,000円

。泊清水美総 紀．大村被.lj!f沢栄

乃．大谷悦チさんより拾得物報労金

1,500円

¥:)g崎 前川日出雄さんより 10,000円

と宮崎体協への指定寄付 10.000円

。泊 加藤富美子さんより亡夫太郎さ

んの供養として香典返しの一部

。下山新総野はついさんより亡失林

作さんの供養として許典返しの一部

100,000円

。富山市 中井きよさんよりクリスマ

スプレセ’ントとして小川保育所へ

10,000円．大家庄保育所へ 10,000円

。とく名さんより 2, 162向

。朝日町ライオンズクラブさんより朝

日町身体障害者協会へ30,000円と在

あ
す
こ

rAパ
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6. 160円。東主主計一入会さんよリ

宅生活保護世管へ70,000円

。淀川浦田与三次さんより 10,000円
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セ
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気
軽
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ご
観
賞
く
だ
さ

い
。
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統計からみた朝日町

自然 ・産業 ・衛生 ・交通 ・福祉 ・財政

の広い分野から28項目を選び本県におけ

る朝日町の位置を主要統計により示すこ

館

－
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こ
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訟
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と
て
も
幸

せ
だ
と
思
い
ま
し
た
。
お
し
ん
は
七

オ
か
ら
家
公
人
と
し
て
働
き
ま
し
た
。

私
は
、
七
オ
で
仕
事
な
ど
し
た
こ

と
が
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
手
伝
い

で
さ
え
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

な
の
に
お
し
ん
は
家
の
く
ら
し
を
考

え
け
ん
め
い

に
働
き
ま
す
。
七
寸
で

こ
れ
だ
け
で
き
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と
続
き
、
と
て
も
感

心
さ
せ
ら
れ
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こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

ふ
だ
ん
は
、
本
も
あ
ま
り
読
ま
な

い
秘
で
す
が

「
お
し
ん
」
だ
け
は
時

とに よリ統計からみた朝日町の姿を表示

しています。

他に比べて高い （低L、）数値を示す項

目が必ずしも良い （悪L、）かどうか評価

が困難なものがありますが．本紙では，

朝日町についてその概要を紹介します。

統計からみた朝日町の位置
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友
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、
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、
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っ
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入
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。
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よ
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状
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ま
し
た
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『
広
州
鰍
あ
刊

さ
ひ
を
お
送
り
い
た
だ
き

一

あ

り

凹

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
町

九

を

湘

般
れ
、
お
盆
以
外
に
帰
省
で
き
弘

行

い
私
共
に
と
っ
て
、
間
合
の
向
貌
院

か
ら
の
ニ

ュ
ー
ス
と
は

一
味
迎
っ

け

た
放
郷
の
便
り
に
、
朝
日
町
の
発

M

展
を
眺
め
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お

内

り
ま
す
。
：
：
：
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南
茂
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あ
リ
が
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と
う
ご
広
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
、

4
p
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ふ
る
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と
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服

N
に
ぽ
郷
の
許
り
を
附
け

高

島

n
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ぱ

a

，

る
定
期
使
。
と
し
て
、
頑
川
取
り
ま

包

す
の
で
よ
ろ
し
く
ト
打
開
い
し
ま
す
。
店

小
笠
降
る

．ん
け
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制
叩
時
。
成

地
区
で
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年
の
討
は
・4

凡
白
一

に
あ
リ
」
と、

税
子
の
ふ
れ
あ
い

と
、
今
年

一
年
の
健
康
を
刷
っ
て
‘

厄
旦
マ
ラ
ソ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

コ
ー
ス
は
、
続
小
学
校
前
を
出

発
し
て
、

境
東
端
で
折
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返
し
、

商
端
ま
で
行
き
、
出
発
点
の
反
小

学
校
前
ま
で
も
ど
る
約
2
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キ
ロ

日
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加
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ぷ
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。
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に
き
わ
や
か

な
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を
か
き
ま
し
た
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